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2.プロジェクトメンバー

氏  名 主 な 役 割 分 担

松田雄貴 総 括・タイムキーパー

平野雅子 会 計

岡寛二郎

冨樫あかり

3.活動期間
計画書作成  24年 1月 末 日 までに完成させる。

実施活動 日程 24年 3月 28日 (水)～ 3月 30日 (金)

報告書作成 24年 3月 末 日 までに完成させる。

4.隊指導者コメント承認

各自が出し合ったニーズを実現出来る計画が出来たと思います。体調に留意して計画の実施

に備えて下さい。

平成 24年 2月 14 日
大森 芳幸  印

5。 団委員長承認

印

年  月  日

11ヽ 1



6.プロジェクト実施の目的

2泊 3日 の移動キャンプを実施する。3日 間で 50Kmを踏破する。
隼章考査科 目:探検旅行の実施。ベンチャー章の取得 (岡、冨樫 )。

宗教章取得を目指す。

7.プロジェクト内容

上進者の歓迎としての意味を兼ね、ベンチャー章 0隼章の取得条件である2泊 3日 の探検
旅行として、総移動距離 50bの移動キャンプを実行する。キャンプ地として、真言宗総本山であ
る金剛峯寺を擁する高野山を選択。実際に真言宗の中心である霊場を訪れることで宗教に対す

る理解を深め、宗教章取得の足がかりとする。また、世界遺産に登録され古い歴史を持つ同所を

めぐることで文化的な感性を磨くことを目指し、活動を行う。

8.プロジェクト挑戦分野 (7つのアワード関連)対象技能章など

高度な野外活動

宗教章

9。 必要と考えられる知識 0技能

必要と考えられる知識・技能 習得への手立て

読図 :コンパス 2級考査課目の再確認

真言宗に関する知識 本・インターネットによる調査

救急法 救急法講習テキストを再確認

10。 ボーイスカウトのちかい・おきてと真言宗

真言宗は仏教宗派の一つで多くの教説があるが、その根底にあるのは「即身成仏」の教えであ

り、またその修行である。これは言い換えれば、現代社会に生きる私たちの仏格づくり、人格づくり、

正しい智恵と、大いなる慈悲を体得する体得することであり、利益を追求せず、人間の本来あるベ

き道を示すものである。これは私たちが,いに誓つた「三つの誓い」に通じるものがある。すなわち、

神仏と国とに誠を尽くしおきてを守ること、いつも他の人々を助けること、体を強くしいを健やかにト

徳を養うこと。これは真言宗を伝えた弘法大師の思想である、「世を救い、人々に利益を施すこと」

と一致する。真言宗を学ぶことは私たちが社会の為に何が出来るかを深く考える良い機会である。

11.チームで必要な備品等

2人用テント(2つ )、 地図(高野山、橋本 25000分 1)、 携帯コンロ(ボンベ付き)、 食器兼用コ

ンヘル、携帯スコップ、救急品 (バンドエイド、胃腸薬、頭痛薬、やけど・虫さされ消毒薬、解熱

剤、風邪薬、テーピングテープ、三角巾、体温計)食料 (主にレトルト・フリーズドライ)・非常食

食事は主に携行しやすいレトルト、フリーズドライのもの。フリーズドライは、アルファ米のピラフ

等を用意する。



12.個人装備
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費用20,000円 (実費:10,000円 ・予備費嶽万αЮ円 後記「15予算」参照)
(上記以外に、小遣い銭は各自持参してもよい。)ib｀

ObOQ

O防寒着は フリース(またはセーター)とダウンジャケットを組み合わせる等、2つ重ねて着れるも
のを組み合わせる。高野山は標高約900メートル (残雪中でのキャンプとなり得る。)
・手袋は冬用のものとする。,雨濡れに備え2つ用意する。(軍手は不可)
・ユニホームは不要。(チーフのみ着用する)
・衣類は極カポリエステル製のものとする。綿は極力避ける。

(綿は汗を吸い体温を下げる。下着はヒートテック等がよい。)
・飲料水はペットボトル 500m2を 4本に入れる。(お湯を沸かすのに使う。食事はフリーズドライ
またはレトルトが中心 ) ポ外ぷ然ト
・携帯電話は緊急連絡用に極力持参する。
・費用とは別に お小遣い金銭は各自持参してもよい。

13.具体的な行動計画

時刻 3月 28日 (水 )
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時刻 3月 29日 (木 )
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14.安全対策

①

予想されるアクシデント ケガ、捻挫等

予想される状況 歩行中、登山中

予防策 出発前、登山前のストレッチ実施

救急法テキストの再確認

救急法の用意

②

予想されるアクシデント 道に迷う

予想される状況 歩行中、登山中

予防策 読図によリルニトの地形を事前に把握する

地図、コンパスを持参し地形・方位を把握する

③

予想されるアクシデント風邪を引く、低体温症になる

予想される状況 行動中、夜間

予防策 汗をこまめに拭く

下着を着替え、綿の衣類は避ける

防寒着を用意し、寝袋は冬用・低温対応のものを使用する

項   目 具体的な内容 金  額

食費

非常食

交通費

非常費の想定

真等ぶ■
食品、レレレトカレブ

(あめ、カロリーメイト、チョコレート)
ビ
:卜

与rト

電車代 (津‐大阪難波 )

片道 1640円×4人 (往復 )

(難波…九度山)

片道770円 ×4人 (往復 )

1.医療機関の受診等
2.宿坊宿泊
3.電車での帰着が必要な場合

(高野山―九度山)

1～ 3の予備費として

16800円

6000円

13120円

6160円

(ガ 計ヽ 42080円 )

40000円

15。 予算

合計必要金額  82080円

―一人あたり費用

  :緊尋ご育5絣費・01ダ|::ゝ界 計 20,000円 (4手 自持老案する。)
(小遣い銭などは別途持参してもよい。)



16.連絡先一覧

氏名 住所 連絡先電話 携帯電話

団委員長 梅川逸人 津市渋見町 717番地 48 059-― 090

隊指導者 大森芳幸 津市大谷町 208番 81 059 090

スカウト自宅

保護者連絡先

松 田 津市大谷町 83‐ 5 05 保護者携帯

090

平野 津市大谷町 194-13 アーツ設計

059 -
保護者携帯

090

冨樫 津市観音寺町 766番 35 059-―

岡 津市広明町 146 059 保護者携帯

090

参加スカウト

氏  名 学校・学年 携帯電話

松田雄貴 鈴鹿高専 3年 090

平野雅子 津高校 1年 090

岡寛二郎 高田中 3年

冨樫あかり 橋北中 3年

医療機関
名  称 住所 連絡先電話

高野山病院 和歌山県伊都郡高野町

大字高野山 631 0736562911
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